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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，科学教育の専門家と学習科学等の研究者による総合的・学際的な共
同研究によって科学教育におけるアーギュメンテーションの指導理論・指導方法・評価方法を体系化し，それら
を踏まえた教師教育プログラムを開発，提案することであった。アーギュメンテーションとは，理由付けや反証
例の想定など，科学的な主張を構成するプロセスとして定義されている。現在，科学教育におけるアーギュメン
テーション研究は，教師教育への適用に向かっており，その指導理論・指導方法・評価方法の確立は急務の課題
であった。本研究の結果，試作版教師教育プログラムを開発することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to systemize the theory and method of 
teaching, and the method of assessing argumentation in science education based on comprehensive and 
interdisciplinary joint studies by experts in science education and researchers in fields such as 
learning science; by taking these studies into consideration, the research was intended to develop 
and propose education programs for teachers. Argumentation is defined as a process of composing a 
scientific claim, such as reasoning and producing cases of counter evidence. Given that 
argumentation studies in science education are being applied in teacher education today, 
establishing a theory and method of teaching, and a method of assessment were urgent tasks. As a 
result of this study, we were able to develop prototypes of a science teacher education program.

研究分野：科学教育
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１．研究開始当初の背景 
 学習者におけるアーギュメンテーション能
力の支援と促進は，科学教育の重要課題の一
つである。21世紀初頭，Duschl,R. & Osborne, 
J.(2002)，Driver, R. et al.（2000）が的確
に論じたように，科学を学習することの本質
は，従来のように知識，事実，法則を知るこ
と，実験や観察をすること，科学的に説明で
きることだけではなく，むしろ，科学者及び
科学者共同体が日常的に行っているように，
科学的に主張したり，根拠を取り上げたり，
反駁しながら建設的に，まさに知識を構築す
る方向の中で議論することであるとされた。
こうした科学的議論は，アーギュメンテーシ
ョンとして研究されてきている。 
 この分野の研究は，北米では精力的に展開
されており，Erduranら（2008）やKhine(2012) 
などの著作が刊行され，その研究枠組の一端
が整理されている。しかしながら，最も大き
な課題は，アーギュメンテーションの理論と
指導法が必ずしも体系的に示されていなかっ
たことである(e.g., Duschle, R.2008)。2010
年の時点においても，Osborne, J.（2010）は
科学教育におけるアーギュメンテーションの
理論，指導法及び実践の欠如を指摘している。 
 このような学術的背景を踏まえて，申請者
は，2012 年度～2014 年度基盤研究(B)(一般)
「科学的言語能力育成のための知識構築型
アーギュメンテーションの理論と指導法の
確立」に取り組み，科学教育におけるアーギ
ュメンテーションの諸理論を整理するとと
に，それらから導出された教授方略を組織化
し，実際に小学生を中心にした実験授業を展
開する中で，その理論と指導法の確立を図っ
てきた。研究成果は，国内外に多数発表して
きており，授業ベースにおけるアーギュメン
テーション育成のための理論及び指導法に
ついては，一定の知見が蓄積されてきている。  
  
２．研究の目的 
 この研究動向において，克服すべき次なる
課題は明白である。科学教育において，学習
者の学びを支援するのは教師である。また，
学習者のアーギュメンテーションの育成のた
めには，意図的な指導と評価が不可欠である
ことが指摘されている。よって，本研究で取
り組む課題は，学習者のアーギュメンテーシ
ョンを育成することのできる専門的な知識と
技能を有する教師の養成である。そこで申請
者らは，科学教育におけるアーギュメンテー
ションの理論と指導法に関する知見を得てい
ることから，それらを教師教育の観点から体
系化することによって，効果的な理科の教師
教育プログラムを新規に開発するという発展
的計画を考案するに至った。 
 具体的には，研究期間の３年間で次の点に
取り組むことであった。 
(1) 科学教育における知識構築型アーギュ
メンテーションに基づいた教師教育の
ための専門的知識群を確定する。 

(2) アーギュメンテーションの指導理論に
対応したアーギュメンテーション能力
の段階的かつ組織的な指導法及び評価
法の体系を構築する。 
(3) 開発した指導理論・指導法・評価法の
体系をベースとして教師教育プログラ
ムを開発し，神戸大学，兵庫教育大学
等で実施する実験的・実践的な教師教
育研究を通して，その有効性を検証す
る。 
(4) 開発した教師教育プログラムを各地域
の附属学校等における現職研修でも試
行するとともに，その内容をオープン
アクセス化して有効性のさらなる検証
を行う。 
(5) 研究成果を国際的にも発信し，知識構
築型アーギュメンテーションを実現可
能とする教師教育プログラムを実践的
に提案する。 

 
３．研究の方法 
 本研究では，科学教育における知識構築型
アーギュメンテーションを可能とする教師教
育プログラムの開発を行う。研究計画・方法
の概要は，以下の通りである。(1)科学教育，
学習科学，教育心理学，教育工学，情報デザ
イン等の研究者が共同でプログラム開発に着
手する。(2)神戸大学，兵庫教育大学，静岡大
学，附属学校等において継続的な実証実験を
実施する。(3)平成27年度では，アーギュメン
テーションの理論に基づいた教師教育のため
の専門的知識群を確定するとともに，段階的
かつ組織的な指導法の体系を構築する。(4)
平成28年以降には，仮説的な教師教育プログ
ラムを開発し，各大学，大学院，附属学校等
で継続的な実証実験を実施し，その有効性を
検討しつつ改善を図る。（5）最終年度には，
教師教育プログラムを完成させるとともに，
研究成果を総括し，国際的に発信する。 
 年度別では，平成27年には，アーギュメン
テーションに関する理論に基づいた教師教育
のための専門的知識群を確定するとともに，
段階的かつ組織的な指導法の体系を構築した。
平成28年には，仮説的な教師教育プログラム
を開発し，各大学，大学院，附属学校等で継
続的な実証実験を実施し，その有効性を検討
しつつ改善を図った。その中間的な成果は，
国内外の学会で発表した（例えば，IOSTE2016）。
平成29年度には，教師教育プログラムを完成
させるとともに，国際学会ESERA2017等におい
て成果を発表した。 
 
４．研究成果 
 研究成果の概要は，概ね次の 3点にまとめ
ることができる。 
(1) 知識構築型アーギュメンテーションに関
する理論と指導法の体系化を行うことが
できた。 
 これらは主に発表論文等の雑誌論文④
⑨⑩⑪，学会発表⑨⑫などで取り組まれ



た。ライティングは雑誌論文⑨⑩，トー
キングは雑誌論文④⑪に刊行され，それ
ら両面からの検討がなされた結果，理論
と指導法の体系化のための基礎的な知見
を得ることができた。また，これらの知
見は，雑誌論文⑧⑫で発表したように，
実験校以外の学校においても検証するこ
とができた。また，雑誌論文⑤では，同
時にアーギュメンテーションを支援する
デジタルコンテンツ等の開発にも成功し
ている。 
(2) 知識構築型アーギュメンテーションを指
導するための教師教育プログラムを提案
するとともに，それらを実証実験で検討
することができた。 
 これらは主に雑誌論文②③，学会発表
②③などで取り組まれ，主に小学校にお
ける教師教育プログラムの形で提案する
ことができた。また，プログラムの有効
性についても，附属学校等で検討されて
おり，前述の雑誌論文等でその知見が公
表されている。 
(3) 知識構築型アーギュメンテーションを指
導・評価するための教師教育プログラム
を国際的に提案した。 
 この件に関しては，ヨーロッパの科学
教育学会である ESERA2015，2017 を中心
に報告をすることができた。雑誌論文①
⑦⑧⑪，学会発表⑤⑥⑦⑧などである。
なお，これらのうちの一部には，プログ
ラムの前段階の理論的・実証的な研究も
含まれている。 
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